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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年10月5日(2017.10.5)

【公開番号】特開2017-70289(P2017-70289A)
【公開日】平成29年4月13日(2017.4.13)
【年通号数】公開・登録公報2017-015
【出願番号】特願2016-217208(P2016-217208)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/31     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  17/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/22     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/24     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/30     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  15/38     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  30/88     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ   14/31     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   17/02     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    1/22     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/02     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   20/24     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   20/30     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   15/38     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   30/88     ２０１Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月22日(2017.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号１～５のいずれかのアミノ酸配列と８５％以上の配列同一性を有するアミノ酸配
列の、全てのＬｙｓ（リジン残基）にアミノ酸置換変異を導入したアミノ酸配列を有し、
かつ、末端にＬｙｓを付与した配列を有するタンパク質であって、前記アミノ酸置換変異
の半数以上がＡｒｇへの置換変異であるタンパク質。
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【請求項２】
置換変異導入前のアミノ酸配列が、配列番号１～５のいずれかのアミノ酸配列と８５％以
上の配列同一性を有するアミノ酸配列を複数有する、請求項１に記載のタンパク質。
【請求項３】
置換変異導入前のアミノ酸配列が、
配列番号１～５のいずれかのアミノ酸配列、または、
配列番号１～５のいずれかのアミノ酸配列に、下記（１）～（４）；
（１）配列番号５の２９位に対応するアミノ酸残基が、Ａｌａ、Ｖａｌ、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ
、Ｐｈｅ、Ｔｙｒ、Ｔｒｐ、Ｔｈｒ、Ｓｅｒ、Ａｓｐ、Ｇｌｕ、Ａｒｇ、Ｈｉｓ、または
、Ｍｅｔのいずれかである、
（２）配列番号５の３３位に対応するアミノ酸残基が、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ、Ｐｈｅ、Ｔｙｒ
、Ｔｒｐ、Ｔｈｒ、Ａｓｐ、Ｇｌｕ、Ａｓｎ、Ｇｌｎ、Ａｒｇ、Ｈｉｓ、または、Ｍｅｔ
のいずれかである、
（３）配列番号５の３６位に対応するアミノ酸残基が、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ、Ｐｈｅ、Ｔｙｒ
、Ｔｒｐ、Ｇｌｕ、Ａｒｇ、Ｈｉｓ、または、Ｍｅｔのいずれかである、
（４）配列番号５の３７位に対応するアミノ酸残基が、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ、Ｐｈｅ、Ｔｙｒ
、Ｔｒｐ、Ｇｌｕ、Ａｒｇ、Ｈｉｓ、または、Ｍｅｔのいずれかである、
の少なくとも１つの変異を導入したアミノ酸配列である、
請求項１または２に記載のタンパク質。
【請求項４】
全てのＬｙｓに対して導入されるアミノ酸置換変異の全てが、Ａｒｇへの置換変異である
、請求項１～３のいずれか１項に記載のタンパク質。  
【請求項５】
以下に示すアミノ酸残基；
Ｇｌｎ－９、Ｇｌｎ－１０、Ｐｈｅ－１３、Ｔｙｒ－１４、Ｌｅｕ－１７、Ｐｒｏ－２０
、Ａｓｎ－２１、Ｌｅｕ－２２、Ｇｌｎ－２６、Ａｒｇ－２７、Ｐｈｅ－３０、Ｉｌｅ－
３１、Ｌｅｕ－３４、Ｐｒｏ－３８、Ｓｅｒ－３９、Ｌｅｕ－４５、Ｌｅｕ－５１、Ａｓ
ｎ－５２、Ｇｌｎ－５５、およびＰｒｏ－５７（残基番号は配列番号５に対応する）のう
ち、
９０％以上が保持されており、かつ、配列番号５のアミノ酸配列と比較した配列同一性が
８０％以上であるアミノ酸配列を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載のタンパク質
。
【請求項６】
複数のアミノ酸配列が、リンカーにより連結されている、請求項２～５のいずれかに記載
のタンパク質。
【請求項７】
請求項１～６のいずれか１項に記載のタンパク質をコードするＤＮＡ。
【請求項８】
請求項７に記載のＤＮＡを含むベクター。
【請求項９】
請求項８に記載のベクターで宿主細胞を形質転換して得られる形質転換体。
【請求項１０】
請求項７に記載のＤＮＡを用いた無細胞タンパク質合成系、または、請求項９に記載の形
質転換体を用いる、請求項１～６のいずれか１項に記載のタンパク質の製造方法。
【請求項１１】
請求項１～６のいずれか１項に記載のタンパク質をアフィニティーリガンドとして、水不
溶性の基材からなる担体に固定化してなる、アフィニティー分離マトリックス。
【請求項１２】
免疫グロブリンのＦｃ領域を含むタンパク質に結合することを特徴とする、請求項１１に
記載のアフィニティー分離マトリックス。
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【請求項１３】
免疫グロブリンのＦｃ領域を含むタンパク質が免疫グロブリンＧ、または、免疫グロブリ
ンＧ誘導体である、請求項１２に記載のアフィニティー分離マトリックス。
【請求項１４】
請求項１～６のいずれか１項に記載のタンパク質をアフィニティーリガンドとして水不溶
性の基材からなる担体に固定することからなる、請求項１１～１３のいずれか１項に記載
のアフィニティー分離マトリックスの製造方法。
【請求項１５】
請求項１１～１３のいずれか１項に記載のアフィニティー分離マトリックスに免疫グロブ
リンのＦｃ領域を含むタンパク質を吸着させることを含む、免疫グロブリンのＦｃ領域を
含むタンパク質の精製方法。
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